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本パンフレットは、左ページに「入門編」として小学校高学年が理解できるよう
な平易な内容を掲載し、その右ページに「もっと詳しく」として詳細な説明を掲
載する２段構成で作成しています。

宮崎海岸では、この数十年で海岸の侵食が進み、海岸背後地の人々の安全が脅かされてい
ます。
「宮崎海岸の侵食対策」は、その海岸背後地の人々の安全・安心を確保するとともに、国土を
保全することを目的に、事業主体・市民・専門家の三者が連携しながら一体となって考えていく
ことを示す「宮崎海岸トライアングル」と、対策の効果を確認しながら着実に事業を進めてい
くことを示す「宮崎海岸ステップアップサイクル」を２本の柱として、国土交通省が実施す
る"プロジェクト"です。

本侵食対策は、市民からのさまざまな意見と、各種調査・検討から得られた技術的な裏付け
の両方を踏まえ「宮崎海岸トライアングル」で積み上げられてきた計画であり、平成23年12
月に開催された第10回宮崎海岸侵食対策検討委員会において「今後も、トライアングル、ス
テップアップの場を継続すること」等を条件として了承されました。

それを受け、宮崎海岸の侵食対策は「対策の検討・計画」を経て「対策の実施と効果検証」の
ステップが実施されています。
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宮崎海岸はこんなところです宮崎海岸はこんなところです
みやざきかいがんみやざきかいがんみやざきかいがん

いろんな人や動物が

海岸を利用するんだね

ひと どうぶつ

かいがん りよう

みやざきかいがん
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ちょくせんじょう　　すなはま

直線状の砂浜

　　　　　　　　　　　　 えいそう

コアジサシの営巣

　　　　　　　　　　　　　　さんらん

アカウミガメの産卵

ぎょぎょう

漁 業 サーフィン
つ

釣 り

・宮崎海岸は、宮崎港と一ツ瀬川の間にある直線状の砂浜海岸です

・アカウミガメやコアジサシなどの貴重な野生生物を含め、たくさんの動植物がいます

・漁業やサーフィン、釣り、散歩などの利用も多くみられます

みやざきかいがん みやざきこう

ぎょぎょう つ さんぽ りよう おお

ひ と つ せ が わ あいだ ちょくせんじょう すなはまかいがん

きちょう やせいせいぶつ ふく どうしょくぶつ

宮崎県と宮崎市の天然記念物で春から夏にかけて上陸・産卵します。

産卵地として砂浜も天然記念物となっています。

みやざきけん みやざきし てんねんきねんぶつ

さんらんち すなはま てんねんきねんぶつ

はる なつ じょうりく さんらん

絶滅のおそれのある貴重な鳥で砂浜に巣をつくります。
ぜつめつ きちょう とり すなはま す
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もっと詳しく

宮崎海岸の地区ごとの特徴

平成 24 年 9 月撮影

大炊田地区
お お  い 　 だ

岩崎浜地区
い わ さ き は ま

住吉地区
す み よ し

海岸保全区域
L=2,006m

石崎川河川区域
L=1,308m

海岸保全区域 （直轄施行）
L=1,839m

海岸保全区域 （直轄施行）
L=5,017m

＜凡例＞ ：一ッ葉有料道路、 ：既存の海岸施設（護岸、離岸堤）

大炊田地区

海岸背後

既存施設

砂浜の状況

環境

利用状況

岩崎浜地区 住吉地区

海岸付近に砂丘があり、砂丘

背後の低地には人家等が分布

アオウミガメ、コアジサシ等が生息

コウボウムギ、グンバイヒルガオ等を中心とした砂浜植生帯を形成

漁業、サーフィン、釣り、散歩、野鳥観測、サイクリング、採貝、スキムボード、

モーターパラグライダー、トレーニング等、海域から陸域にかけて多様な利用

規模の大きな砂丘があり、砂丘

背後の低地には人家等が分布

北側を除くほぼ全区間に護岸設置

南側区間に護岸堤設置

沿岸を一ツ葉有料道路が走る

一部区間に護岸設置 一部区間に護岸設置

北側を除く大部分の区間で

砂浜はほぼ消失
一部区間で砂浜は消去 全区間で砂浜は存在

平成22年11月撮影
大炊田地区
お お  い 　 だ

宮崎市佐土原浄化センター
さ ど わ ら

宮崎市佐土原クリーンパーク

平成20年10月撮影
岩崎浜地区
い し ざ き は ま

平成22年11月撮影
住吉地区
す み よ し

シーガイア

インターチェンジ

一ツ葉有料道路

◇機船船曳網（バッチ網）によるチリメン漁

をはじめ、小型底曳網、ひき縄、一本釣

りなどの漁場になっています。

◇宮崎海岸を含む周辺の海岸は、国内屈指

のサーフスポットとして、県外からも多

くのサーファーが訪れています

◇白砂青松の砂浜海岸であり、良好な海岸

景観を有しています。

◇県・市の天然記念物であるアカウミガメ

の上陸・産卵、野生絶滅の危険性が高い

コアジサシ（県レッドリスト：絶滅危惧

IB類）の集団営巣が特徴として挙げられ

ます。

これらの保護活動もさかんです。

利用面の特徴

環境面の特徴
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広い砂浜では運動会
やレクリエーションが
行われていたほか、遠
足場所の定番でした

ひろ　　　すなはま　　　　　うんどうかい

おこな　　　　　　　　　　　　　　　えん

そく　ばしょ　　 ていばん

昔に比べ砂浜がせまくなり、一ツ葉有料道路やパーキングエリア
（レストハウス）に波が届きやすくなったため、それらを守るため
にコンクリートの護岸が造られました

むかし　 くら　　　すなはま　　　　　　　　　　　　　 ひとつばゆうりょうどうろ

　　　　　　　　　　　　　　　　 なみ　　とど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まも

　　　　　　　　　　　　　　　　 ごがん　　　つく

護岸がないところでは、なだらかだった砂丘が波で削られ、浜崖が出
現するようになりました

　ごがん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さきゅう　　　なみ　　けず　　　　　　はまがけ　　 しゅつ

げん

いまでは、砂浜がなくなった場所もあります
　　　　　　　　　  すなはま　　　　　　　　　　　   ばしょ

護岸の前面から砂
がなくなると、コン
クリートでできた護
岸とはいえ、波の力
で壊れてしまうこと
もあります

　ごがん　　　ぜんめん　　　　　すな

　　　　　　　　　　　　　　　　ご

がん　　　　　　　　　 なみ　  ちから

　　 こわ

　ごがん　  つく 

いま、ここにはコンクリートの
護岸が造られています

入門編
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砂浜がなくなってきています砂浜がなくなってきています
す な は ます な は ます な は ま

昔はこんなに広い砂浜でした
むかし ひろ す な は ま

砂浜がせまくなりはじめました
す な は ま

いまでは砂浜がなくなってきています!
す な は ま

までいま

約40年
経過

やく ねん

け　い　か

浜が砂砂浜

約20年
経過

やく ねん

け　い　か

昭和60年（1985年）
しょうわ ねん ねん

住吉地区住吉地区住吉地区
すみよしちくすみよしちくすみよしちく

護岸護岸護岸
ごがんごがんごがん

レストハウスレストハウスレストハウス

一ツ葉有料道路一ツ葉有料道路一ツ葉有料道路
ひとつばゆうりょうどうろひとつばゆうりょうどうろひとつばゆうりょうどうろ

昭和41年（1966年）
しょうわ ねん ねん

昭和41年（1966年）
しょうわ ねん ねん

大炊田地区大炊田地区大炊田地区
お お い だ ち くお お い だ ち くお お い だ ち く

上の写真と

ぜんぜん違うね

うえ しゃしん

ちが

平成10年（1998年）
へいせい ねん ねん

一ツ葉有料道路
ひとつばゆうりょうどうろ

一ツ葉有料道路の目前まで浜崖が迫っています一ツ葉有料道路の目前まで浜崖が迫っています一ツ葉有料道路の目前まで浜崖が迫っています
ひとつばゆうりょうどうろ もくぜん はまがけ せま 住吉地区住吉地区住吉地区

すみよしちくすみよしちくすみよしちく

浜崖
はまがけ

レストハウス

砂浜がなくなった！
すなはますなはますなはま

平成20年（2008年）
へいせい ねん ねん

レストハウス

平成17年（2005年）
へいせい ねん ねん

一ツ葉有料道路ツ葉有有料道料道路
ひとつばゆうりょうどうろ

住吉地区住吉地区
すみよしちくすみよしちくすみよしちく

住吉地区住吉地区
すみよしちくすみよしちく

護 岸
ごがん
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もっと詳しく

長期的な地形変化 ～航空写真の比較～～航空写真の比較～

３枚の写真を見比べると、時間の経過とともに汀線が後退しているのがわかります３枚の写真を見比べると、時間の経過とともに汀線が後退しているのがわかります

昭和37年（1962年）

昭和58年（1983年）

平成24年（2012年）

大炊田地区 住吉地区

一ツ瀬川 石崎川
一ツ葉有料道路
レストハウス

平成24年（2012年）昭和58年（1983年）昭和37年（1962年）

大炊田地区

平成24年（2012年）昭和58年（1983年）昭和37年（1962年）

住吉地区

◇ 宮崎海岸では、このまま侵食を放置した場合、海岸全体において約2.2m/年の速度で汀線が後退する
と予測されています

◇ 汀線の後退と、上の航空写真に青線で示す浜幅との関係は、下の図のとおりです

満潮
干潮

平均潮位

汀線の後退

航空写真の陸側の青線（基線） 航空写真の海側の赤線（昔）

航空写真の海側の赤線（現在）

昔の宮崎海岸の海浜断面地形

現在の宮崎海岸の海浜断面地形

見かけの砂浜幅の変化
（①～③の要因）

①砂丘や背後地を守る
　保安林の植林

②浜崖形成に伴う
　視点の違い

③潮位の変化

宮崎港



・砂浜がなくなると波が高くなって、砂丘がくずれたり、護岸が壊れたりします

・そうすると、波が砂丘（自然の堤防）を越えやすくなって、家やまちに海水が流れ込んで浸水し、人の

命や財産が危険にさらされます

　　 すなはま　　　　　　　　　　　  なみ　　たか　　　　　　　　　さきゅう　　　　　　　　　　　　　 ごがん　　  こわ

　　　　　　　　　　　　　 なみ　　さきゅう　  しぜん　　  ていぼう　　　 こ　　　　　　　　　　　　　　  いえ　　　　　　　　かいすい　　 なが　　 こ　　　　  しんすい　　　ひと

　　 いのち　 ざいさん　　 きけん

広い砂浜は、波の力を弱めます
ひろ　　すなはま　　　なみ　 ちから　 よわ

砂浜がなくなると波の力が弱まらず浜
崖の根元に波が当たり、砂丘が削られ
ます
そうすると砂丘の高さが低くなって、
波が砂丘を越える危険性がでてきます

すなはま　　　　　　　　　　　なみ　 ちから　 よわ　　　　　はま

がけ　　 ねもと　　 なみ　　 あ　　　　　 さきゅう　 けず

　　　　　　　　　 さきゅう　　 たか　　　　ひく

なみ　　さきゅう　　こ　　　　  きけんせい

砂丘がさらに削られその高さが低くな
ると、ますます波が越えやすくなり、家
やまちが浸水します

さきゅう　　　　　　　 けず　　　　　　　　たか　　　　ひく

　　　　　　　　　　　　 なみ　 こ　　　　　　　　　　　　 いえ

　　　　　　　 しんすい

うしろの松林を守るための防風垣です
　　　　　　　まつばやし　 まも　　　　　　　 ぼうふうがき

宮崎市佐土原浄化センターの排水管です
ほとんどが砂に埋まっています

みやざきしさどわらじょうか　　　　　　　　 はいすいかん

　　　　　　　　　　　　　すな　　 う

砂浜が少しずつ失くなって、今では
排水管を支える柱まで見えています

 すなはま　　すこ　　　　　　な　　　　　 　　　 いま

はいすいかん　　ささ　　　 はしら　　　 み

台風通過後、砂丘が削られ、防風垣がなくなりました
たいふうつうかご　 さきゅう　 けず　　　 ぼうふうがき

5

入門編

このまま放っておくと大変ですこのまま放っておくと大変です
ほ うほ うほ う た い へ んた い へ んた い へ ん

砂浜がなくなると何が問題なの？
す な は ま なに も ん だ い

いまでもこんなことが起こっています
お

平成24年6月6日撮影
へいせい ねん がつ にちさつえい

平成21年5月25日撮影
へいせい ねん がつ にちさつえい

平成23年7月14日撮影
へいせい ねん がつ にちさつえい

平成23年9月4日撮影
へいせい ねん がつ にちさつえい

※左の写真と同じ場所です
ひだり しゃしん おな ばしょ

※左の写真と同じ場所です
ひだり しゃしん おな ばしょ

砂丘って、こんなに

くずれることもあるんだ…

さきゅう



6

台風などの高波による影響
短期間での大幅な侵食も発生しています短期間での大幅な侵食も発生しています

住吉地区　平成 17 年 【台風 14 号】

約30ｍ後退約30ｍ後退約30ｍ後退

大炊田地区　平成 23 年 【台風 12 号】

砂浜がなくなった場所では波が護岸を超える

こともあります

砂浜がなくなった場所では波が護岸を越える

こともあります

※波しぶきの大きさと人の大きさを比べてみてください

0 100 200m

大炊田地区　平成 23 年 【台風 6 号 ,12 号 ,15 号通過後の浜崖位置の変化】

台風前の浜崖頂部の位置
台風後の浜崖頂部の位置

宮崎海岸侵食対策検討委員会

侵食対策の効果・影響等を把握し、計画の妥当性について検証するととも
に、必要に応じて計画の修正、改善等について検討することを目的に、海岸工
学の専門家、地元代表、関係行政機関等からなる委員会を開催しています。
また、海岸の専門技術的な内容については、委員会から同技術分科会に付
託され、検討が進められています。
さらに、対策の効果・影響の検討については、委員会から同効果検証分科
会に付託され、調査実施計画の検討や調査結果の分析・評価等が進められて
います。

宮崎海岸市民談義所

「市民談義所」は、宮崎海岸をどの様に未来に引き継いでいくのかをみん
なで考え、みんなで談義する場として開催しています。
お互いを理解・尊重しながら、多様な意見を出し合い議論を深めることを
目的に、市民のみなさんがお互いに納得できる、手段を含めた方向性を見い
だせるよう、談義が進められています。

宮崎海岸市民談義所

宮崎海岸侵食対策検討委員会

宮崎海岸侵食対策検討委員会、宮崎海岸市民談義所とは？宮崎海岸侵食対策検討委員会、宮崎海岸市民談義所とは？宮崎海岸侵食対策検討委員会、宮崎海岸市民談義所とは？コラムコラムコラム

もっと詳しく



・宮崎海岸の砂浜は、主に山や川から流れてきた土砂により、長い年月をかけて造られています
・しかし、宮崎海岸に入ってくる砂の量と宮崎海岸から出ていく砂の量のバランスがくずれている
ことがわかりました

　　みやざきかいがん　　 すなはま　　　 おも　　やま　　かわ　　　　なが　　　　　　　　　どしゃ　　　　　　　　なが　　ねんげつ　　　　　　　　 つく

　　　　　　　　　 みやざきかいがん　　はい　　　　　　　 すな　　りょう　 みやざきかいがん　　　　 で　　　　　　 すな　　りょう

宮崎海岸の砂は、海の流れに乗って、おおむね北から南に向かって流れて
います
自然の状態では、宮崎海岸に入ってくる砂の量と宮崎海岸から出ていく砂
の量がつりあっています
そのため、海の中の砂の量はバランスがとれており、砂浜も安定していま
す（浜幅もほとんど変わりません）

 みやざきかいがん　　すな　　　 うみ　　なが　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　きた　　　 みなみ　　む　　　　　　 なが

 しぜん　　 じょうたい　　　　　 みやざきかいがん　　はい　　　　　　　 すな　　りょう　 みやざきかいがん　　　　 で　　　　　　 すな

　　りょう

　　　　　　　　　 うみ　　 なか　　すな　　りょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すなはま　　あんてい

　　　はまはば　　　　　　　　　　　か

宮崎海岸に入ってくる砂の量が減り、宮崎海岸から出ていく砂の量とのバラ
ンスがくずれました
その結果、海の中の砂が減ってきて、砂浜がなくなりました

 みやざきかいがん　　はい　　　　　　　すな　　りょう　　へ　　　 みやざきかいがん　　　　 で　　　　　　 すな　 りょう

　　　　　けっか　 うみ　　 なか　　すな　　 へ　　　　　　　　　 すなはま

7

入門編

砂はなぜなくなったの？砂はなぜなくなったの？
す なす なす な

なくなった砂はどこにいったの？なくなった砂はどこにいったの？
す なす なす な

自然の状態の海岸
しぜん じょうたい かいがん

い りょう りょう

入れる量＝こぼれる量

あ んてい

安 定

穴の開いたバケツに水を
入れる様子に例えると…

あな

い ようす たと

あ みず

砂浜って、こうやって

できてるんだ

すなはま

南
みなみ

山から流れてくる砂
やま なが すな

北
きた

砂浜は安定
すなはま あんてい

小丸川
おまるがわ

一ツ瀬川
ひとつせがわ

大淀川
おおよどがわ

はい すな りょう で い すな りょう

入ってくる砂の量　＝　出て行く砂の量

侵食が進んできた海岸
しんしょく すす かいがん

い りょう りょう

入れる量＜こぼれる量

大

小
へ

減っていく

山から流れてくる砂
やま なが すな

大小

小

南
みなみ

小丸川
おまるがわ

一ツ瀬川
ひとつせがわ

大淀川
おおよどがわ

砂浜の侵食
すなはま しんしょく

はい すな りょう で い すな りょう

入ってくる砂の量　＜　出て行く砂の量北
きた

港
みなと

ダム

河川内の土砂掘削
かせんない　　どしゃくっさく
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宮崎海岸の地形変化の実態と要因
長期的な地形変化、短期的な地形変化長期的な地形変化、短期的な地形変化

〈長期的な地形変化〉
▼どのような現象が発生しているのか？

○宮崎海岸の土砂が消失
・ 一ツ瀬川～住吉海岸で約25万㎥/年の土砂が消失

○宮崎港周辺に土砂が堆積

※南北両方向への土砂移動があるが、通年では南向きの移動が卓越

・ 宮崎港周辺で約22万㎥/年の土砂が堆積

▼なぜ発生したのか？
○一ツ瀬川河口以北からの南向きの漂砂が減少したためと推定
・ ダム、導流堤の影響等

○港湾区域境界付近での南向きの漂砂が増加したためと推定
・ 防波堤の影響等

土砂の移動現
象

理
由

〈短期的な地形変化〉
▼どのような現象が発生しているのか？

○自然浜区間において、高波来襲時に、
砂丘が削られ、浜崖頂部高が低下

○砂浜が減少した結果、浜崖の基部に波
が当たるようになり、基部が削れること
で頂部が崩落するため

・１度の被災で浜崖頂部が最大
約30m後退

▼なぜ発生したのか？

長期的な地形変化（土砂収支の推定図）

小
丸
川

一
ツ
瀬
川

石
崎
川

大
淀
川

宮崎海岸直轄区間

＋3
(max7)

T.P.－10～－12m：波による地形変化の限界水深（約1km程度沖合）

＋5 ＋0.5
(max12)

大淀川からの
砂の供給阻害

－20
＋22＋９

小丸川～一ツ瀬川

一ツ瀬川
河口近傍

大炊田海岸 住吉海岸

中導流堤（1983年着手）

左岸導流堤（1963年着手）

南防波堤
（1982年着手）

港湾離岸堤
（1985年着手）

－5一定の地形変化傾向は認められない

宮崎港

図中の数字は砂の量

（単位：万㎥/年）

＊小丸川・大淀川からの流出土砂量は計算による推定値
＊一ツ瀬川河口近傍・大炊田海岸の土量変化は汀線変化量からの推定値

×××
ダム等の建設により河川からの砂の供給減少

限界水深を超えて移動する土砂量は少ない

短期的な地形変化

長期的な地形変化

◇ 自然の砂浜が残る区間では、長期的な地形変化による砂浜の減少により浜崖基部に波が当たるようになり、砂丘が削られるこ
とで浜崖頂部高の低下が発生しています

◇ 宮崎海岸（直轄区間）では年間20～30万㎥の海浜土砂量が減少しています
◇ その地形変化は、主に水深10～12mより浅い範囲で生じています

短期的な地形変化

５ページに示すように、砂丘が削られることで浜崖頂部高の低下が発生します

もっと詳しく



・砂浜を回復するには、「宮崎海岸に入ってくる砂の量を増やすこと」「宮崎海岸から出
ていく砂の量を減らすこと」が必要です
※目に見える砂浜だけではなく、海の中の砂も含め考えることが必要です

　　すなはま　　かいふく　　　　　　　　　　 みやざきかいがん　　 はい　　　　　　　すな　　りょう　　ふ　　　　　　　　　　　みやざきかいがん　　　　 で

　　　　　　　 すな　　りょう　　へ　　　　　　　　　　　 ひつよう

　　 め　　　み　　　　 すなはま　　　　　　　　　　　　　 うみ　　なか　　すな　　ふく　 かんが　　　　　　　　　 ひつよう

     

砂だけをどんどん入れても、どんどん流れていってしまっては、砂がいくらあって
も足りません

すな　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　 なが　　　　　　　　　　　　　　　　　 すな

　　た

砂を完全に止めるには巨大な施設を造る必要があり、造っても他の場所が侵食さ
れる危険性があります

すな　かんぜん　　と　　　　　　 きょだい　　しせつ　　つく　 ひつよう　　　　　 つく　　　  ほか　　ばしょ　 しんしょく

　　　 きけんせい

北からの砂をどんどん増やす
きた　　　　　すな　　　　　　　  　 ふ

砂を増やさず岸だけ守れば？
すな　　 ふ　　　　　 きし　　　まも

　　　　　みなと　　　　　しせつ

護岸などで岸の一部だけを対策しても砂浜は回復しないため、護岸などの土台で
ある砂が波でどんどん流され、護岸などを支えきれなくなってしまいます

ごがん　　　　　　きし　　いちぶ　　　　　たいさく　　　　すなはま　 かいふく　　　　　　　　  ごがん　　　　　　どだい

　　　 すな　 なみ　　　　　　　 なが　　　　 ごがん　　　　　ささ

ダムや港などはみんなの暮らしを支えているので、海岸のためだけにはなくせません
　　　　 みなと　　　　　　　　　　 く　　　　　ささ　　　　　　　　　　 かいがん　

南に出る砂を完全に止める
みなみ　で　　 すな　 かんぜん　　と

意見を記入する市民のみなさん意見を記入する市民のみなさん意見を記入する市民のみなさん
いけん　  きにゅう　　　しみんいけん　  きにゅう　　　しみんいけん　  きにゅう　　　しみん

意見を発表する市民のみなさん意見を発表する市民のみなさん意見を発表する市民のみなさん
いけん　  はっぴょう　　　しみんいけん　  はっぴょう　　　しみんいけん　  はっぴょう　　　しみん

・技術的に大丈夫？
・経済的に大丈夫？
・市民のみなさんの意見をでき
るだけ尊重したい
・進め方の工夫は？　…など

 ぎじゅつてき　 たいじょうぶ

けいざいてき　たいだじょうぶ

  しみん　　　　　　　　　　　　いけん

　　　　　そんちょう

 すす　 かた　 くふう

※市民のみなさんから約
１,６００もの意見があり
ました

 しみん　　　　　　　　　　　　　 やく

　　　　　　　　   いけん

ょうぶ

しみんしみんしみんみんみんみんんん　　　　　 　　　

ダムや港などの施設をなくす

市民の
みなさんの
思い

市民の
みなさんの
思い

しみん

おも

しみん

おも
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砂浜を回復するために考えられることは？砂浜を回復するために考えられることは？
す な は ます な は ます な は ま か い ふくか い ふくか い ふく かんがかんがかんが

大

小

い りょう りょう

入れる量＞こぼれる量

ふ

増えていく

はい すな りょう で い すな りょう

入ってくる砂の量　＞　出て行く砂の量

砂浜の回復
すなはま かいふく

北
きた

南
みなみ

港
みなと

ダム

小丸川
おまるがわ

一ツ瀬川
ひとつせがわ

大淀川
おおよどがわ山から流れてくる砂

やま なが すな

考えられることは、例えば…
かんが たと

つまり、いろいろな視点からバランスのとれた方法を考えなくてはいけません
してん ほうほう かんが

砂浜の回復に向けていろいろな人の思いがあります砂浜の回復に向けていろいろな人の思いがあります
すなはますなはますなはま かいふくかいふくかいふく むむむ ひとひとひと おもおもおも



もっと詳しく

市民のみなさんの意見と各種調査・技術的検討
市民意見や各種調査・技術検討結果を踏まえて考えました市民意見や各種調査・技術検討結果を踏まえて考えました

対策に対する市民のみなさんの意見（抜粋）

市民談義所等では、対策の早期実施、構造物設置の反対、自然環境の保全等のさまざまな意見
がありました。

安 全

自然環境
保全・利用

その他
（連携等）

・ 早急に対策を実施して欲しい、台風による浸水が心配
・ 構造物を入れて欲しい または 早急に砂浜を復元して欲しい
・ 安全確保、生命・財産の優先を第一に考えて欲しい
・ 市民のみなさんの提案工法を採用（試験施工含め）して欲しい

・ 行政機関が連携して取り組むべき（河川、ダム、港湾、保安林など）
・ ダム、港湾、保安林、導流堤を撤去して欲しい
・ セットバックについて議論して欲しい
・ 住民、サーファー、研究者、行政が知恵を出し合って話をする円卓会議が欲しい

・ 自然の浜を残して（取り戻して）欲しい
・ 持続可能な対策を実施して欲しい（ビーチサイクルを考慮など）
・ アカウミガメ、コアジサシ等の生物環境に配慮して欲しい
・ コンクリート構造物（護岸、ヘッドランド等）を造らないで欲しい
・ 漁業、サーフィンなどの利用ができなくなる対策には反対

各種調査・技術的検討

・測量（海の中や陸の地形を調べる）…写真①

・波や流れの観測 …写真②

・漂砂トレーサー調査（砂の動きを調べる）

・環境調査（生物等を調べる）…写真③

・アカウミガメ調査

・海岸利用調査

調　査

・長期的・広域的な砂の流れは南向き

・砂は水深約10～12mより浅い所で移動

・なくなった砂の量は約25万㎥/年
（一ツ瀬川～住吉海岸）

・港にたまった砂の量は約22万㎥/年
（宮崎港周辺）

・一ツ瀬川より北からの砂の流れは減っている

・動物園東や大炊田で、砂丘が削られて浜崖
頂部高の低下が発生
・海の中の地形、砂の状況、生物、波や流れ、
利用状況等の場所ごとの特徴

・生物や水の濁りに対する養浜の影響

・アカウミガメの産卵や、利用、環境、景観のこ
とも考えた養浜の方法

・砂粒の大きさに応じた養浜砂の動き

調査・試験養浜でわかったこと

・水の濁り、砂の固まり具合等

・養浜した砂の動き

試　験　養　浜

写真① 写真② 写真③

浅い海での測量 波や流れを測る
機器（海象計）

海での生物調査

10



①北から流入する土砂を増やす
きた　　　 りゅうにゅう　　　　ど　しゃ　　 ふ

養浜を進める
ようひん　　すす

②南へ流出する土砂を減らす
みなみ　 りゅうしゅつ　　　　 ど しゃ　　 へ

突堤と補助突堤を造る
とってい　　  ほ じょとってい　　つく

③浜崖頂部高の低下を防ぐ
はまがけちょうぶ だか　　 ていか　　 ふせ

表面を砂で覆った埋設護岸を造る
ひょうめん　　すな　　おお　　　　まいせつごがん　　 つく　　

“砂浜を養う”ために陸上または海中へ人工的に砂を入れることです
　すなはま　 やしな　　　　　　　 りくじょう　　　　　かいちゅう　 じんこうてき　　すな　　 い

陸から海に向けて細長く伸びる堤防のこと

海岸線に沿って動く砂を止めることができます

りく　　　 うみ　　む　　　　ほそなが　　の　　　　ていぼう

かいがんせん　　そ　　　 うご　 すな　　と

砂浜を養うた を入れる とです

自然の堤防である砂丘がくずれないよう、浜崖の

根元を波から守る「砂の中に埋まった護岸」です

しぜん　　ていぼう　　　　　 さきゅう　　　　　　　　　　　　　　　 はまがけ

ねもと　　なみ　　　 まも　　 すな　　なか　　 う　　　　　　ごがん

入門編

・宮崎海岸に砂浜を取り戻すというみんなの思いを実現するため、「①養浜」を行い、養浜した砂を逃がさ
ない最小限の施設として「②突堤」を造ります。また、自然の堤防である砂丘がくずれないように「③埋設
護岸」を造ります

みやざきかいがん   すなはま　   と　  もど　　                       おも　     じつげん　　                 ようひん　  おこな     ようひん　    すな　  に

　 　  さいしょうげん　 しせつ　              とってい　    つく　                 しぜん　  ていぼう          さきゅう　                                 まいせつ       

ごがん
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いろいろな人の思いや技術的な検討の結果を踏まえ、
ひとひとひと おもおもおも ぎ じ ゅ つ て きぎ じ ゅ つ て きぎ じ ゅ つ て き けん と うけん と うけん と う け っ かけ っ かけ っ か ふふふ

砂浜を回復するための対策をみんなで考えました砂浜を回復するための対策をみんなで考えました
すなはますなはますなはま かいふくかいふくかいふく た い さ くた い さ くた い さ く かんがかんがかんが

②南へ流出する土砂を減らす
みなみ りゅうしゅつ どしゃ へ

突堤と補助突堤を造る
とってい ほじょとってい つく

①北から流入する土砂を増やす
きた りゅうにゅう どしゃ ふ

養浜を進める
ようひん すす

表面を砂で覆った埋設護岸を造る
ひょうめん すな おお まいせつごがん つく

③浜崖頂部高の低下を防ぐ
はまがけちょうぶだか ていか ふせ

対策の目標：砂浜を回復し浜幅50ｍを確保する
たいさく もくひょう すなはま かいふく はまはば かくほ

養浜ってなに？
よ う ひ ん

海 中

養 浜

かいちゅう

ようひん

陸 上

養 浜

りくじょう

ようひん

船底が開いて海中に砂を入れていますダンプカーで運んできた砂をショベルカーでならしています
はこ すな ふなぞこ ひら かいちゅう すな い

突堤
とってい

補助突堤①
ほじょとってい

補助突堤②
ほじょとってい サーフィン

浜崖
はまがけ

散歩
さんぽ

釣り
つ

アカウミガメの産卵
さんらん

環境・景観・利用のことも
考えた「砂の中に埋まった護岸」です

かんきょう

かんが すな なか う ごがん

けいかん りよう

埋設護岸ってなに？
ま い せ つ ご が ん

突堤ってなに？
と っ て い

こうやって砂浜を取り

戻そうとしてるんだ…

すなはま と

もど



宮崎海岸保全の基本方針、宮崎海岸の侵食対策宮崎海岸保全の基本方針、宮崎海岸の侵食対策
宮崎海岸保全の基本方針

宮崎海岸の侵食対策

①

②

③　　　　　　　

養浜の位置と方法

突堤・補助突堤の配置と規模

埋設護岸の対策の位置と規模

砂の動き（北→南）や養浜の利点（機動・柔軟的な対応可能）を考慮し、北側（大炊田海岸周辺）や侵食の著
しい箇所で実施します
試験養浜結果を踏まえ、陸上養浜・海中養浜を関係機関との連携により実施します

自然浜区間の浜崖頂部高の低下が懸念される箇所（動物園東および大炊田海岸など）で実施します
サンドパック工は暫定天端高（海抜（T.P.）+4.0m）で施工し、サンドパック工の前面、上面及び背面（浜崖
面との間）に養浜を実施し、埋設します

砂の動き（北→南）、一ツ葉パーキングエリア（レストハウス）前の砂浜消失状況、離岸堤の設置状況を考慮
し、住吉海岸離岸堤の北側に配置します
突堤は、砂の動きの激しい水深約５mより浅い範囲を目安に、岸から300mの規模とします
補助突堤は、岸から150m、50m（南側より）の規模とします

目 的

◇「背後地（人家、有料道路等）への越波被害を防止すること」を
防護目標とし、そのために必要な「浜幅 50mの確保」を達成
することを目指します
◇現況汀線位置が浜幅 50m 以上である区域については、流砂
系も含めた対策により、その保全・維持を目指します

◇海岸の環境や利用と調和を図りつつ、海岸侵食に脅かされる
海岸背後地の人々の安全・安心を確保するとともに、国土を
保全します

目 標

◇北からの流入土砂を増やすこと（左図①）、南への流出土砂を
減らすこと（左図②）により、これまでに失われた宮崎海岸の
土砂量を回復・維持し、砂浜を回復・維持します
◇急激な侵食の危険性がある区域において、浜崖頂部高の低下
を防ぎます（左図③）

考え方

◇新たに設置するコンクリート構造物は出来るだけ減らします
◇それぞれの区域の特徴に応じたものとします
◇豊かな自然環境を最大限残します
◇美しい景観、漁業・サーフィン・散歩等の利用に配慮します
◇（直轄）工事完了後も維持管理に過剰な負担がかからないようにします
◇山、川、海における土砂の流れに出来るだけ連続性をもたせ、将来は自然の力による砂浜の回復・維持を目指して、様々
な取り組みを行っていきます
　ただし、その取り組みは時間がかかることから、当面は他事業とも連携した養浜を積極的に実施していきます

宮崎海岸の平均潮位

既往最高潮位+30年確率波高

浜幅が狭いと波浪が減衰せ
ずに護岸・浜崖に達し、その
高さを越えて、背後地に越波
が発生。

浜幅50ｍ確保による防護イメージ
浜幅狭小

対策前

対策実施

宮崎海岸の平均潮位

既往最高潮位+30年確率波高

浜幅50ｍを確保すると波浪
が減衰して護岸・浜崖に達し、
護岸・浜崖の高さを越えず、
背後地に越波は生じない。

土砂量を回復・維持

浜幅50ｍ

対策後

護岸・浜崖高：T.P.+7.0ｍ
既往最高潮位：T.P.+2.42m
30年確率波高（沖波波高※１Ho）：13.92ｍ
30年確率波高（換算沖波波高※２Ho’）：10.95～11.61ｍ
平均潮位：T.P.＋0.15ｍ
※１水深が波長の1/2以上の地点における波
　　（天気予報における波浪予報と同じ尺度の波）
※２施設設計に用いるため屈折や回折等の地形変化の効果を補正した波

配慮事項
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・養浜した砂を南へ逃さないようにするため、陸から海に
突き出た「突堤」を造る必要があります
・突堤は最小限の規模となるように、宮崎海岸の南側で
長さ３００mとしました
・突堤の北側には、突堤の働きを助ける（早く砂浜を回復
させる、止めた砂を動きにくくする）ため２つの「補助突
堤」を配置しました

ようひん　　　 すな　 みなみ  にが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 りく　　　 うみ

 つ　　 で　　　 とってい　　　つく　 ひつよう

とってい　　さいしょうげん　　 き　ぼ　　　　　　　　　　　   みやざきかいがん　 みなみがわ　

なが 

とってい　　きたがわ　　　　　とってい　 はたら　　　 たす　　　　 はや　 すなはま　 かいふく

　　　　　　  と　　　　すな　　うご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほじょとっ

てい      はいち

突堤を造って岸の砂を止めることで、砂浜が広くなります
とってい　　 つく　　　　きし　　すな　　 と　　　　　　　　　　　　すなはま　　ひろ

砂の動きは水深が浅い岸に近づくほど、大きくなります
すな　　うご　　　　 すいしん　　あさ　　きし　　ちか　　　　　　　　　 おお

つ く

13

入門編

くくくくくくくく

砂浜を取り戻すため、砂を逃がさないように突堤を砂浜を取り戻すため、砂を逃がさないように突堤を
す な は ます な は ます な は ま ととと も ども ども ど す なす なす な ににに と って いと って いと って い

突堤がない場合の砂の動き
と っ て い ば あ い す な う ご

突堤がある場合の砂の動き
と っ て い ば あ い す な う ご

深い
ふか

浅い
あさ

深い
ふか

浅い
あさ

砂浜
すなはま

北
きた

南
みなみ

砂浜
すなはま

北
きた

南
みなみ

突
堤

と
っ
て
い

突
堤

と
っ
て
い

つ くくつ くつつ くくくくつつ くくくくつ くつ くつ くつ くつ くつ く

造っています造っています
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突堤の概要突堤の概要
突堤における景観検討

被覆材の検討（既設の緩傾斜護岸との連続性、圧迫感の軽減）
○ 波力等の外力に対する安定性の確保が前提
○ その上で、「既存の緩傾斜護岸との景観的な連続性」を考慮して

➡ ブロックの噛み合わせが良く、圧迫感が小さく、現地盤への追随性に優れたブロックを採用

・ ブロック表面に突起物がないシンプルなデザイン
・ ブロック中心部の孔が円形で２孔のもの
・ 既設護岸のエイジング（風化作用）状況に調和したコンクリート洗い出し※

   ※コンクリート打設直後に、高圧水によりコンクリート中の粗骨材（小石）を露出させる方法

突堤現地見学会による実物の確認
（第20回宮崎海岸市民談義所）

室内談義による模型の確認
（第20回宮崎海岸市民談義所）

突堤の構造（断面図・縦断図）

突堤縦断図

突堤断面図
（先端付近）

施工状況（住吉地区）

平成24年12月 平成26年2月

もっと詳しく

15m
T.P.( 海抜 )-6.5m

洗堀防止マット吸出防止工洗堀防止マット

捨石 1t 程度 /個当り

T.P.( 海抜 )+4m

9.5m

75m

被覆ブロック (10t 型～ 30t 型 )

1：3 1：3

宮崎海岸平均潮位

(T.P.( 海抜 )+0.15m)

[T.P.( 海抜 )] [T.P.( 海抜 )]

+10m

+5m

-5m-5m

-10m-10m

T.P.( 海抜 )+8m

1：
31：

3
1：

3

T.P.( 海抜 )+4m

捨石 1t 程度 /個当り

被覆ブロック (10t 型～ 30t 型 )

300m

+0m-

+10m

+5m

-5m-5m

-10m-10m

+0m-

先端保護用消波ブロック (60t 型 )



・  自然の堤防である砂丘により越波被害を防止し、背後地の安全・安心を確保するため、砂丘がくずれ
ないように護岸を造る必要があります

・  環境・景観・利用面に配慮して、砂で覆う（埋設する）ため「埋設護岸」と名付けました。丈夫な
繊維でできた大きな袋に砂を詰めたサンドパックを使います

・  埋設護岸としてサンドパックを使用するのは、全国で初めての取り組みです

  しぜん　　　  ていぼう　　　　　　　　　さきゅう　　　　　　　　　　えっぱひがい　　　　　　ぼうし　　　　  　　はいごち　　　　　あんぜん　あんしん　　　　かくほ　　　　　　　　　　　　　  　さきゅう

　　　　　　　　　　　　　　　ごがん　　  　つく　　　ひつよう

かんきょう　　　けいかん　　 　 りようめん　　　　　はいりょ　　　　　　　　すな　　　おお　　　   まいせつ　　　　　　　　　　  　　　　　　　まいせつごがん　　　　 　　 な　づ　　　　　　　　　   　　　　　じょうぶ

   せんい　　　　　　　　　　　  おお　　  　　ふくろ　　すな　　 　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つか

　まいせつごがん　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 しよう　　　　　　　　　 　　　　ぜんこく　　　 はじ　　　　　 　　  と　　　   く

サンドパックと背面の養浜盛土が一体とな

り、浜崖の根元を保護し、自然の堤防であ

る砂丘の侵食を防ぎます

　　　　　　　　　　　はいめん　 ようひんもりど　　いったい

　　 はまがけ　　ねもと　　 ほ　ご　　　しぜん　　ていぼう

　 さきゅう　しんしょく　ふせ

砂丘が削られる様子（住吉地区）
さきゅう　  けず　　　　 ようす　 すみよしちく

サンドパックの設置（大炊田地区）
　　　　　　　　　   せっち　  おおいだちく

かいすい　すな　　 ま　　　 ふくろ　ちゅうにゅう

海水と砂を混ぜて袋に注入サンドパックを描き込んだイメージ
　　　　　　　　　　　　か　　  こ

15

入門編

自然の堤防である砂丘がくずれないように自然の堤防である砂丘がくずれないように
しぜんしぜんしぜん ていぼうていぼうていぼう さ き ゅ うさ き ゅ うさ き ゅ う

砂に埋まった護岸を造っています砂に埋まった護岸を造っています
すなすなすな ううう ご が んご が んご が ん つ くつ くつ く

平成25年11月

幅4.3ｍ

高さ1.5ｍ

天端高T.P.+4.0ｍ
自立構造で2段積

長さ20ｍ

洗掘対策 平成23年11月撮影

砂丘砂丘砂丘砂
さきゅう

平成26年1月平成平成成2
へいせい

6年1年年
ねん

月1月
がつ

埋設護岸のイメージ
ま い せ つ ご が ん

埋設護岸の目的は？
ま い せ つ ご が ん も く て き

砂丘の侵食を防ぐために浜崖の根元を保護する。
さ き ゅ う し ん し ょ く ふ せ は ま が け ね も と ほ　　ご

浜崖
はまがけ

砂丘
さきゅう

平成24年9月
へいせい ねん がつ

　　　　　　　　　　　はいめん　 ようひんもりど　　いったい

　　 はまがけ　　ねもと　　 ほ　ご　　　しぜん　　ていぼう

　 さきゅう　しんしょく　ふせ



埋設護岸の概要埋設護岸の概要
埋設護岸の工法検討

宮崎海岸保全の基本方針との整合を図るため、以下の観点を踏まえ総合的に検討した結果、「サンドパック工法」を
埋設護岸に採用しました。

埋設護岸の構造

養浜が削られても、砂丘の高さの低下を伴う浜崖後退量
はゼロとする

宮崎海岸の現地特性に適合した前面
の洗掘対策の実施

海抜（T.P.）+7ｍ
（計画外力作用時の波の打上げ高）

海抜（Ｔ.Ｐ.）+4ｍ
（暫定天端高）

海抜（Ｔ.Ｐ.）+1ｍ
（根入れ高）

18ｍ以上

4ｍ（工事用道路幅）

※

法線位置

※現時点では天端高は全区間T.P.+4.0ｍとするが、台風等による高波来
襲  によって施工前に地形が大きく変化し、浜崖面とサンドパック間の
距離を18ｍ以上確保することができない状況となった場合は、天端高を
T.P.＋5.5ｍ（３段積）に上げるなどの対応を実施する

サンドパック設置完了サンドパック設置完了

洗掘対策の施工（アスファルトマット）洗掘対策の施工（アスファルトマット） サンドパックの充填作業サンドパックの充填作業

施工状況（大炊田地区）

平成26年1月平成26年1月

平成25年11月平成25年11月 平成25年12月平成25年12月

KDDIタワー

・新たなコンクリート構造物をできるだけ減らす
・砂丘と砂浜が連続する景観
・砂丘と砂浜が連続する環境（地下水）
・アカウミガメの産卵
・被災した場合の復旧の容易さ
・砂浜が回復して撤去することになった場合
・施設の整備にかかる費用
・隣接海岸での施工実績、施工実現性

砂丘と砂浜が連続する景観の例
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・この侵食対策は、突堤や埋設護岸を造って、養浜をすれば終わりというわけではありません
・対策による砂浜回復の効果や、生物等への影響を確かめながら、対策を進めています

　　　　しんしょくたいさく　　　とってい　　　 まいせつごがん　　　つく　　　　　ようひん　　　　　　　　　お

たいさく　　　　　　　すなはまかいふく　　　こうか　　　　せいぶつなど　　 　 えいきょう　 たし　　　　　　　　　　　　たいさく　　すす

宮崎海岸の

問題点や現状を

整理しました

みやざきかいがん

もんだいてん　 げんじょう

せいり

問題の解決に向

けた調査や検討

を行いました

もんだい　 かいけつ　　む

　　　 ちょうさ　 けんとう

　 おこな

砂浜回復に向け

た目標と対策

の内容を決め

ました

すなはまかいふく　 む

　 もくひょう　  たいさく

　　ないよう　　　き

効果や影響の度合いをみな

がら、対策の修正・改善、工夫

について、みんなで考えます

こうか　　えいきょう　 ど  あ

　　　　たいさく　しゅうせい　かいぜん　くふう

　　　　　　　　　　　　　　かんが

砂浜回復の効果や、生物等へ

の影響を確かめるため、いろ

いろな調査を行ったり、みん

なの声を聞いたりします

すなはまかいふく　　こうか　　　せいぶつなど

　 えいきょう　たし

　　　　　ちょうさ　 おこな

　　　こえ　　き　　

へー、ただ工事する

だけじゃないんだね

こうじ

市民の
みなさんとの
話し合い

 しみん

はな　　あ
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・養浜をすすめる    

・突堤と補助突堤を造る

・表面を砂で覆った埋設護岸を造る

とってい ほじょとってい

ひょうめん すな おお まいせつごがん

ようひん

つく

つく

養浜
ようひん

工事を行う
こうじ おこな

効果や影響を確かめる
こ う か えいきょう たし

砂浜の回復
すなはま かいふく

こんな風に
したら？

ふう

いいね

ステップ４ステップ４ステップ４

ステップ１ステップ１ステップ１

ステップ２ステップ２ステップ２

ステップ３ステップ３ステップ３

平成22年12月まで
へいせい ねん がつ

平成23年12月まで
へいせい ねん がつ

平成24年1月から
へいせい ねん がつ

専門家による
話し合い

せ ん も ん か

は な あ

対策の修正・改善、工夫
たいさく しゅうせい かいぜん く ふ う

対策を実施し、その効果や影響を確かめつつ、
た い さ くた い さ くた い さ く じ っ しじ っ しじ っ し こ う かこ う かこ う か えいきょうえいきょうえいきょう た した した し

修正・改善、工夫を行いながら砂浜の回復を目指します修正・改善、工夫を行いながら砂浜の回復を目指します
しゅうせいしゅうせいしゅうせい かいぜんかいぜんかいぜん くふうくふうくふう おこなおこなおこな す な は ます な は ます な は ま か い ふ くか い ふ くか い ふ く め 　 ざめ 　 ざめ 　 ざ

（１～８ページ）

（９～10ページ）

（11～12ページ）

（ページ番号はこのパンフレットの

記載ページです）

ばんごう

きさい

（13～16ページ）
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ステップ４ ～対策の実施と効果検証～ステップ４ ～対策の実施と効果検証～
効果検証の手順

効果検証の手順のうち『C：確認』については「効果検証分科会」で検討します。また、『A：修正』『P：計画』
については「技術分科会」で検討します。（６ページのコラム参照）

もっと詳しく

効果検証の手順

Check （確認） ： 侵食対策の効果 ・ 影響の確認

計画変更につながる可能性がある現象を抽出し、それを確認する指標や必要な調査
を検討して調査実施計画にまとめます。その計画に基づく調査結果を分析・評価し、対
策の効果を検証します。

Do （実行） ：

工事の実施

Plan （計画） ：

侵食対策の計画

Act （修正） ：

対策の修正・改善、工夫

「技術分科会」
の検討範囲

≪計画諸元※の変更につながる可能性がある現象の抽出≫

≪抽出した現象を確認していくための指標※の設定≫

例：汀線の前進が予想以上に速い（または遅い）

例：場所ごとの状況を把握するため、宮崎海岸を適当な範囲
　　に区切り、汀線の前進度合いを把握する 　（単位：m）

※  諸元：計画検討の前提条件や、対策工（養浜、突堤、埋設護岸）の諸元

※  指標：これまで宮崎海岸で収集・蓄積した基礎資料、実施した調査等から
　  得られた既往の知見、把握した特性、推定された傾向をもとに設定

≪設定した指標を把握できる調査方法※の検討≫

≪調査実施計画策定≫

例：全体・長期的な傾向は地形測量、空中写真撮影で把握する
　　部分・短期的な傾向は定点カメラ観測で把握する　など

≪調査実施計画策定≫

例：全体・長期的な調査は宮崎海岸全域で年１～２回実施する
　　部分・短期的な調査は７箇所で毎日観測を実施する　など

≪調査実施計画に基づく調査の実施≫
例：計画に基づき、地形測量・空中写真撮影・定点カメラ観測
　　を実施する

≪調査結果を分析・評価し対策の効果を検証≫

例：予測結果と測量結果を対比し、場所ごとの汀線の前進
　　速度を分析・評価し、対策の効果を検証する

※  調査方法：手法、範囲・地点、頻度・時期　…効率性を踏まえて絞り込み

「効果検証分科会」の検討範囲



砂浜の回復を目指し、行政（国・県・

市）・市民のみなさん・専門家が一緒

になって対策を進めています

すなはま　　　かいふく　　　　め　ざ　　　  ぎょうせい　くに　　けん

し　　　　しみん　　　　　　　　　　　　　　せんもんか　　　 いっしょ  

　                たいさく　   すす

・海の中で起こっていることには、よくわから

ないこともたくさんあります

・そのため、工事中も海の中の様子を確認し、

必要があれば計画の見直しを行いながら、

対策を進めています

うみ　　なか　　 お

　　　　　　　　 こうじちゅう　 うみ　　なか　　 ようす　　かくにん

　ひつよう　　　　　　　 けいかく　　 みなお　　　 おこな

 たいさく　　すす
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対策の進め方
た い さ くた い さ くた い さ く す すす すす す か たか た

～みんなで協力し、海の中の様子を見ながら進めます～～みんなで協力し、海の中の様子を見ながら進めます～
きょうりょくきょうりょくきょうりょく うみうみうみ なかなかなか ようすようすようす みみみ すすすすすす

関係する人々との協力のあり方
か ん け い ひ と び と きょうりょく か た

計画から実行の流れ
け い か く じ っ こ う な が

これを、

と名付けました
な　づ

みやざきかいがん

「宮崎海岸
トライアングル」

これを、

と名付けました
な　づ

みやざきかいがん

「宮崎海岸
ステップアップサイクル」

効果を確認
か く に んこ  う  か

宮崎海岸での取り組み
み や ざ き か い が ん と く

実行
じ っ こ う

計画
け い か く

修正
しゅうせい

確認
か く に ん

例）あそこにこれ
だけ砂を入れよう

れい

すな い 例）養浜
しました

れい ようひん

例）測量で
浜幅を確認

れい そくりょう

はまはば かくにん
例）入れる量や
場所を見直そう

れい い りょう

ばしょ みなお

対策は、これまでも、そしてこれからも
「トライアングル」と「ステップアップサイクル」の２本の柱で進めていきます

たいさく

ほん はしら すす

宮崎海岸の取り組みは、
この２本の柱に支えられているんだね！

みやざきかいがん と く

ほん はしら ささ

事業の計画 ・ 実行
じ ぎ ょ う け い か く じ っ こ う

専門家
せ ん も ん か

市民のみなさん
し み ん

国 ・ 県 ・ 市
くに けん し

市民連携
コーディネータ

し み ん れ ん け い みなさんの意見・アドバイス
をもとに対策を決定・実行
する責任者

たいさく けってい じっこう

せきにんしゃ

いけん

（国土交通省・宮崎県・宮崎市）
こくどこうつうしょう みやざきけん みやざきし

対策へのアドバイス
を行う

たいさく

おこな
対策へのいろいろな
思い・意見を伝える

たいさく

おも いけん つた

国・県・市や専門家
と市民のみなさん
との橋渡し役

くに

しみん

はしわた やく

けん し せんもんか

宮崎海岸での取り組み
み や ざ き か い が ん と く
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もっと詳しく

宮崎海岸の砂浜の保全を目的として、行政・市民のみなさん・専門家が三者一体となって進めています。

侵食対策の２本の柱 「宮崎海岸トライアングル」

   宮崎海岸市民談義所
（広く開かれた議論の場）

《専門家》

［宮崎海岸出張所］
（海岸よろず相談所）

”侵食対策検討委員会”
”技術分科会”
”効果検証分科会”

［事業主体］ 関係機関

①市民からの意見をしっかりと受け止める
②市民のなかに出向き意見を聞く

市民連携
コーディネータ

宮崎海岸ステップアップサイクル

【市民のみなさん】

宮崎海岸トライアングル

自然現象の複雑さと社会環境・自然環境の変化に対する未来予測の不確実性を踏まえ、どのよう
な方法をとればよいかを検討・実施し、その方法の効果を確認しながら、修正・改善を加えて、対策
を着実に進めています。

市民のみなさんからの多様な意見を反映
した案（複数）を専門家に提示し、検討
を依頼する。また、専門家からの助言を
もとに、責任ある意思決定をする。

市民のみなさんからの多様
な意見を取りまとめ、事業
主体に伝える。また、事業
主体が専門家に正確に伝え
ているか、専門家がきちん
と検討しているか中立・公
正な立場からチェックする。

お互いを理解・尊重しながら多様な
意見を出し合い議論を深める。

事業主体からの案に対して、事業主体に技
術的・専門的な立場から助言する。

崎海岸トライアングル宮崎海岸トライアングル」

「宮崎海岸ステップアップサイクル」「宮崎海岸ステップアップサイクル」
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【市民】
      宮崎海岸市民談義所
（広く開かれた議論の場）

《専門家》

[宮崎海岸出張所]
（海岸よろず相談所）

”侵食対策検討委員会”
技術分科会

［事業主体］ 関係機関

①市民からの意見をしっかりと受け止める
②市民のなかに出向き意見を聞く

市民連携
コーディネータ

・平成21年１月24日　第13回海岸勉強会で紹介
・平成21年２月１日　宮崎の海岸シンポジウムで紹介
・平成21年３月11日　第５回委員会で了承

宮崎海岸侵食対策の
２本の柱

宮崎海岸侵食対策の
２本の柱

宮崎海岸侵食対策の
２本の柱

[平成21年１月～３月］[平成21年１月～３月］[平成21年１月～３月］

※①、②により防護目的（宮崎海岸で浜幅50ｍの確保）を達成

※①、②の対策の補完的な取り組み

①沿岸方向（北から）の流出土砂を増やす ②沿岸方向（南へ）　

侵食対策に求められる３つの　　

侵食対策の目標（自然浜区間の例）

通年での土砂移動方向

③急激な侵食を抑制（浜崖頂部高の低　

砂丘区間のイメージ

背後地への
越波

砂丘

海抜（T.P.）10ｍ
浜幅 50ｍ

浜幅が50ｍあれ
崖の高さ）を波が
ない）。

・平成22年８月22日 第9回談義所で　
・平成22年10月19日 第10回談義所　
・平成22年11月４日 第8回委員会で　

[平成22年8月～11月］[平成22年8月～11月］[平成22年8月～11月］

侵食対策の目標、
対策に求められる ３つの機能
侵食対策の目標、
対策に求められる
侵食対策の目標、
対策に求められる

※すべての委員会等資料は、宮崎河川国道事務所海岸課もしくは宮崎海岸出張所、または宮崎海岸ＨＰ

イアングルが積み上げてきたもの）宮崎海岸のこれまでの取り組み（宮崎海岸トラ宮崎海岸のこれまでの取り組み（宮崎海岸トラ
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の流出土砂を減らす

  機能のイメージ

下を防ぐ）

30年確率波

海抜（T.P.）０ｍ≒宮崎海岸の
平均潮位面

既往最高潮位面

れば、その消波機能により、砂丘（浜
が越えない。（背後地に波が浸入し

【防護機能の目安】

※）平成20年12月時点の
　 砂丘形状

機能を紹介
で目標を紹介
了承

侵食対策の目標、
対策に求められる ３つの機能３つの機能３つの機能

［基本方針、侵食対策メニューの検討・決定］
・平成23年７月10日　第12回談義所で（案）を紹介
・平成23年７月17日　第６回技術分科会で検討
・平成23年７月17日　第13回談義所で以下の３点を確認

・平成23年８月22日　第９回委員会の了承を受け

宮崎海岸保全の基本方針、
宮崎海岸の侵食対策

宮崎海岸保全の基本方針、
宮崎海岸の侵食対策

宮崎海岸保全の基本方針、
宮崎海岸の侵食対策

今回提示された案が、市民、専門家、行政が一体となって検討されて
きた案であるということ
今回提示された案の成り立ち
今後も市民、専門家、行政が一体となって施設の素材や形状の検討を
行っていくこと、また、対策の効果・影響を現地で確認し、修正・改
善を加えながら事業をすすめていくこと

・平成23年11月13日　第15回談義所で配慮事項の談義
・平成23年11月21日　第７回技術分科会で検討
　　　　　　　　　 第16回談義所で市民・専門家の意見交換
・平成23年12月13日　第10回委員会の了承を受け

［侵食対策の検討・決定（規模・構造・素材等含む）］

機能①：養浜
機能②：突堤
機能③：埋設護岸

宮崎海岸保全の基本方針を踏まえた

宮崎海岸の侵食対策を事業主体が決定宮崎海岸の侵食対策を事業主体が決定

による整備を事業主体が決定

[平成23年７月～12月］[平成23年７月～12月］[平成23年７月～12月］

（http://www.qsr.mlit.go.jp/miyazaki/sskondan/index.html ）にて、閲覧が可能です 宮崎海岸 ＨＰ 検 索

イアングルが積み上げてきたもの）イアングルが積み上げてきたもの）



「懇談会」ではワークショップにより広く市民のみなさんの意見を募りました

「勉強会」は毎回市民のみなさんがテーマを決め、行政担当者や専門の方
を招き行いました

市民主催のシンポジウム・勉強会に、
国土交通省も参加しています

市民のみなさんの意見を専門家が
共有しています

「懇談会」や「勉強会」を経て新たな談義の場として「市民談義所」
が始動しました
宮崎海岸の侵食対策についてみんなで現地を歩いたり、専門家
を交えて談義しました

現地の砂に触れながら談義
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宮崎海岸のこれまでの取り組み（市民のみなさんとのあゆみ）宮崎海岸のこれまでの取り組み（市民のみなさんとのあゆみ）

宮崎海岸懇談会宮崎海岸懇談会宮崎海岸懇談会

佐土原佐土原佐土原 市民プラザ市民プラザ市民プラザ住 吉住 吉住 吉

市民談義所市民談義所市民談義所

勉強会 ・ シンポジウム勉強会 ・ シンポジウム勉強会 ・ シンポジウム

第43回市民談義所(令和元年11月)第43回市民談義所(令和元年11月)

第1回懇談会（平成19年6月）

第9回市民談義所（平成22年8月）第9回市民談義所（平成22年8月）

第13回市民談義所（平成23年7月）第13回市民談義所（平成23年7月）

第1回市民談義所（平成21年4月）第1回市民談義所（平成21年4月）

宮崎の海岸シンポジウム（平成21年2月）

第20回日本ウミガメ会議（平成21年11月）

意見を航空写真に貼り付ける市民（市民談義所）

航空写真に貼られた意見を確認する専門家（技術分科会）

海岸勉強会：現地見学（平成20年10月）海岸勉強会（平成20年4月）
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地域との連携に向け、
情報発信・情報共有
など、様々な取り組み
を行っています

海岸利用のマナー
向上のための看板設置
（平成23年3月）

第11回
石崎浜ビーチクリーン
（平成25年8月）

「海岸よろず相談所だより」の発行「海岸よろず相談所だより」の発行「海岸よろず相談所だより」の発行

サンドパック試験施工の現地見学会
（平成24年3月） 海岸よろず相談所（来所者説明）

第20回市民談義所（突堤施工状況現地見学会）（平成25年2月）

海岸よろず相談所（出前講座）

海岸よろず相談所
（「ご意見投稿用紙」などで意見を収集）

宮崎の海岸を
みんなで美しくする会
宮崎の海岸を
みんなで美しくする会
宮崎の海岸を
みんなで美しくする会

宮崎海岸侵食対策事業促進期成同盟会要望
（平成19年2月～）

宮崎海岸侵食対策事業促進期成同盟会要望
（平成19年2月～）

宮崎海岸侵食対策事業促進期成同盟会要望
（平成19年2月～）

宮崎海岸侵食対策事業促進期成同盟会は、
平成19年2月に発足し、侵食対策事業の促
進に向けて活動しています

市民のみなさんによるマナー作りの場として
「宮崎の海岸をみんなで美しくする会」が市民
談義所から派生しました
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このパンフレットに関するご意見、お問い合わせはこちらまで
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宮崎海岸で見られる生物
み や ざ き か い が ん せ い ぶ つみ
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